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役　　　　場

IP電話

教 育 委 員 会

IP電話

診 　 療 　 所

IP電話

歯 科 診 療 所

デイサービスセンター

こもれびホール

（財）黒滝森物語村

案内センター

きららの森・赤岩

黒 滝 駐 在 所

人 口 ・ 世 帯 数
（３月１日現在）

男　　　４６４　人　　（＋１）

女　　　５１８　人　　（－６）

計　　　９８２　人　　（－５）

世帯　　　４０８世帯　　（±０）

知 事 表 彰 を 受 賞知 事 表 彰 を 受 賞
食生活改善推進員協議会食生活改善推進員協議会

黒黒黒黒滝滝滝滝村村村村長長長長選選選選挙挙挙挙ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

●匿　　名　　　　　　福祉に役立つように　　　　　　６，７９０円

善 意 銀 行
（２月２４日受理分まで）

皆様の善意に対して心から感謝申し上げます

選挙の期日　　平成２１年５月１７日選挙の期日　　平成２１年５月１７日（（日日））

◆選挙期日の告示日　　　平成２１年５月１２日（火）
◆選挙を行うべき事由　　任期満了に伴う

（平成２１年５月２１日）
◆立候補予定者説明会

日時　平成２１年４月１３日（月）
午前９時３０分から

場所　黒滝村役場２階会議室

◆開票の日時　　平成２１年５月１７日（日）
午後７時３０分から

場所　黒滝村中央公民館
（黒滝村大字寺戸１９６番地）

問合せ 黒滝村選挙管理委員会事務局（役場総務課内）

黒滝村公式ホームページが新しくなりました！

HPアドレス　http://www.vill.kurotaki.nara.jp

リニューアルにあわせて公式ホームページへのリンク団体・
企業・商店（本拠地村内限定）を募集します！
なお、ホームページの内容によってはリンクをお断りさせて

いただくことがあります。

問合せ　　役場総務課



議議 会会
第
２
回
議
会
定
例
会

３
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、24
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
原
案
も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

広報くろたき　

黒黒黒黒
滝滝滝滝
村村村村
議議議議
会会会会

活活活活

動動動動

状状状状

況況況況

３
　
月

２
日
●
第
２
回
議
会
定
例
会

正
副
議
長
打
合
せ

両
副
委
員
長
打
合
せ

６
日
●
第
２
回
議
会
定
例
会
（
開
会
）

●
議
会
全
員
協
議
会

●
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
１
日
目
）

７
日
●
奈
良
県
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
応
援

９
日
●
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
２
日
目
）

10
日
●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

13
日
●
地
域
活
性
化
委
員
会

17
日
●
中
学
校
卒
業
式

●
第
２
回
議
会
定
例
会
（
再
開
）

19
日
●
幼
稚
園
卒
園
式

23
日
●
小
学
校
卒
業
式

●
例
月
出
納
監
査

24
日
●
区
長
会

25
日
●
黒
滝
村
社
会
福
祉

協
議
会
評
議
員
会

27
日
●
（
財
）
黒
滝
森
物
語
村
理
事
会

●
南
和
広
域
連
合
議
会

●
美
吉
野
園
理
事
会

30
日
●
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

■
　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

①
請
負
代
金
の
減
少

■
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
20
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

■
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
予
算

総
額
は
１
、
２
０
７
、
９
０
３
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

総
額
は

事
業
勘
定
１
１
１
、
９
７
５
千
円

診
療
施
設
勘
定
８
３
、５
０
０
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

総
額
は
２
、
４
２
７
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

総
額
は
１
９
３
、
７
２
０
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

総
額
は
１
８
、
９
１
７
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

総
額
は
４
４
、
３
３
０
千
円
で
す
。

●
平
成
21
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

総
額
は
５
９
、
９
０
８
千
円
で
す
。

■
条
例
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
の
制
定

●
黒
滝
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
黒
滝
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
　
そ
の
他

●
黒
滝
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

阪
中
議
員
質
問

国
の
平
成
20
年
度
、
第
２
次
補
正

関
連
法
案
が
３
月
４
日
に
可
決
さ
れ
、

麻
生
首
相
の
景
気
対
策
に
か
け
た
肝

入
り
の
政
策
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
ご
質
問
い
た

し
ま
す
。

新
聞
等
の
報
道
に
よ
る
と
、
法
案

可
決
次
第
、
早
々
に
、
定
額
給
付
金

の
給
付
開
始
を
し
た
市
町
村
も
見
受

け
ら
れ
、
そ
の
取
り
組
み
に
は
、
相

当
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
そ
の
給
付
の
方
法
に
つ

い
て
も
、
口
座
振
込
み
の
ほ
か
、
窓

口
現
金
給
付
に
よ
る
方
法
を
と
っ
て

お
ら
れ
る
町
村
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
定
額
給
付
金
の
目
的
は
、

麻
生
首
相
も
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
民
の
消
費
活
動
を
刺
激
、
つ
ま
り
、

全
国
民
に
大
い
に
お
金
を
使
っ
て
も

ら
い
、
経
済
的
効
果
を
高
め
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
給
付
方
法
は
口
座
振

込
み
よ
り
も
、
窓
口
等
に
よ
る
現
金

の
給
付
が
最
も
消
費
に
繋
が
る
手
段

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
村
民

は
１
日
で
も
早
い
時
期
に
受
給
を
望

ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
村
の
定
額
給
付
金
の

給
付
に
、
是
非
、
窓
口
現
金
給
付
の

方
法
も
選
択
で
き
る
よ
う
な
制
度
と

し
、
で
き
る
だ
け
早
い
給
付
を
目
指

し
、
村
民
の
方
の
家
庭
の
下
支
え
と
、

村
内
外
の
経
済
活
動
の
活
性
化
に
役

立
て
て
い
く
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
、

こ
の
点
に
お
い
て
、
村
の
考
え
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻
村
村
長
答
弁

今
話
題
の
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
村
に

お
き
ま
し
て
は
、
国
会
の
動
き
、
マ

ス
コ
ミ
報
道
等
を
見
据
え
な
が
ら
、

本
議
会
に
お
い
て
給
付
金
に
関
係
す

る
予
算
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

議
会
で
の
議
決
を
得
た
後
速
や
か

に
給
付
の
為
の
手
続
き
に
取
り
掛
か

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
給
付
ま
で
の
手
続

き
は
、

●
役
場
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
給

付
金
受
給
申
請
用
紙
の
郵
送

●
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
場
へ
の
同

申
請
書
の
提
出

●
定
額
給
付
金
の
給
付

と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
議
員
ご
質
問
の
給
付
方
法

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
初

本
村
で
は
国
の
実
施
要
綱
を
も
と
に
、

金
融
機
関
へ
の
口
座
振
込
を
原
則
と

し
、
預
金
口
座
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い

な
い
方
に
限
り
現
金
を
給
付
す
る
方

法
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
方
法
で
給
付
手
続
き
を
進
め

た
場
合
、
皆
さ
ん
へ
の
給
付
は
早
く

と
も
４
月
の
中
旬
以
降
と
な
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
定
額
給
付
金
の

給
付
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

議
員
の
ご
意
見
は
至
極
当
然
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
国
会
の
法
案
可
決
直

後
か
ら
本
村
の
よ
う
な
小
さ
な
町
村

に
お
い
て
も
現
金
に
よ
る
給
付
を
行

い
、
ま
た
、
行
う
予
定
で
あ
る
旨
の

報
道
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
受
け

止
め
、
私
と
し
て
は
、
希
望
者
に
は

現
金
給
付
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
本
村
の
給
付
方
法

に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
の
口
座

振
込
、
も
し
く
は
現
金
給
付
を
村
民

の
皆
さ
ん
が
選
択
で
き
る
よ
う
な
要

綱
を
策
定
し
、
１
日
で
も
早
い
給
付

を
目
指
す
こ
と
を
お
約
束
し
、
答
弁

と
致
し
ま
す
。

一一一一
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世
界
的
な
構
造
不
況
が
進
む

中
、
我
が
国
に
お
い
て
も
金
融

危
機
及
び
雇
用
不
安
が
拡
大
し
、

現
状
で
は
景
気
悪
化
及
び
経
済

成
長
率
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
続

伸
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て

は
、
本
年
度
地
方
財
政
対
策
が

強
化
さ
れ
、「
別
枠
」
で
の
地
方

交
付
税
の
増
額
な
ど
の
施
策
が

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
見

通
し
を
勘
案
す
れ
ば
、
村
財
政

は
今
迄
以
上
に
緊
縮
し
た
運
営

が
必
要
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

本
年
度
は
「
安
全
・
安
心
」
に

重
点
を
お
い
た
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
の
予
算
案
に

は
、
四
月
よ
り
実
施
の
運
び
と

な
り
ま
す
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
業

務
の
直
営
化
に
関
連
し
た
諸
経

費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
収
集
車
両
や
車
庫
等
の

購
入
・
建
設
に
係
る
初
期
投
資

費
用
も
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、

一
概
に
節
減
額
は
算
出
で
き
ま

せ
ん
が
、
本
年
度
の
人
件
費
等

必
要
経
費
と
業
者
委
託
費
を
単

純
比
較
す
れ
ば
、
約
一
千
二
百

万
円
の
経
費
節
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
「
黒
滝
村
地
域
活
性
化
委

員
会
」
か
ら
の
答
申
に
つ
き
ま

し
て
、
昨
年
度
は
実
施
に
至
ら

な
か
っ
た
事
業
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
重
ね
、
本
年
度
に

お
い
て
実
施
可
能
な
事
業
を
盛

り
込
む
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三

年
目
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

産
業
及
び
観
光
振
興
の
た
め
の

取
り
組
み
に
係
る
事
業
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
学
校
が
通
常
で
あ

れ
ば
三
つ
の
複
式
学
級
と
な
り

ま
す
が
、
教
育
環
境
の
維
持
の

観
点
か
ら
学
校
現
場
と
も
調
整

を
図
り
つ
つ
、
主
要
教
科
に
お

け
る
単
式
学
級
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
、
こ
の
た
め
の
臨
時
教

員
雇
用
経
費
を
昨
年
度
と
同
様

二
名
分
計
上
し
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
も
本
年
度

よ
り
二
台
分
の
運
行
委
託
料
を

計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

先
ず
歳
入
に
つ
い
て
、
例
年

の
通
り
歳
入
の
要
で
あ
り
ま
す

地
方
交
付
税
は
、
麻
生
首
相
の

指
示
に
よ
り
地
域
雇
用
創
出
推

進
費
等
と
し
て
積
み
増
し
さ
れ

た
結
果
、
八
億
三
千
万
円
の
予

算
を
計
上
致
し
ま
し
た
。
昨
年

に
比
べ
て
、
一
千
五
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
す
が
、
う
ち
三
千

万
円
は
、
前
年
度
と
同
様
本
年

度
が
最
終
年
度
と
な
る
「
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

充
当
さ
れ
る
特
別
交
付
税
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
国
の
景
気
対
策
の
一
環

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

対
策
交
付
金
事
業
・
緊
急
雇
用

創
出
事
業
」
を
本
村
で
も
実
施

す
る
た
め
、
歳
入
と
し
て
約
三

百
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
で
も

申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
景
気

の
冷
え
込
み
は
今
後
も
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
、
税
収
の
落
ち

込
み
が
確
実
な
中
、
国
に
お
け

る
地
方
財
政
対
策
が
い
つ
ま
で

継
続
さ
れ
る
か
は
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。
従
い
ま
し
て

本
年
度
も
堅
実
な
財
政
運
営
に

努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
歳
出
で
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
提
出
さ
れ
た
「
黒
滝
村

地
域
活
性
化
委
員
会
」
か
ら
の

事
業
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
小
学
生
以
下
に
対
す
る

通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
「
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
と
し

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
こ
の
事
業
を
拡
充
し
、

中
学
生
以
下
を
対
象
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、
同
委
員

会
か
ら
は
昨
年
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
答
申

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

同
委
員
会
の
答
申
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
実
施
の
可
能
性
を
吟

味
し
、
実
施
可
能
な
事
業
か
ら

事
業
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
年
間
三
千
万
円
の
有
効
な

活
用
方
法
を
精
査
し
、
林
業
振

興
・
観
光
施
設
の
整
備
費
用
等

を
中
心
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
業
務
の

直
営
化
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

技
能
員
雇
用
経
費
一
名
分
や

車
庫
・
車
両
の
維
持
管
理
経
費

等
を
併
せ
て
約
七
百
万
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
尚
、
昨
年

も
申
し
上
げ
ま
し
た
し
尿
処
理

に
関
し
ま
し
て
は
、
ア
ク
ア
セ

ン
タ
ー
へ
の
委
託
処
理
を
継
続

い
た
し
ま
す
。
予
算
案
で
は
昨

年
度
と
同
様
ト
ン
当
た
り
三
万

八
千
五
百
円
で
計
上
し
て
お
り

ま
す
が
、
本
議
会
直
前
の
同
セ

ン
タ
ー
と
の
協
議
に
お
い
て
本

年
度
は
二
万
七
千
円
で
の
契
約

が
見
込
ま
れ
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
処
理
費
に
つ

い
て
は
約
九
百
万
円
の
削
減
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
六
月

以
降
の
議
会
に
お
い
て
所
要
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
さ
ら
な
る
削
減
方
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
歳
入
の
説
明
時
に
も

申
し
上
げ
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
・

緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
猪
肉
の
販
路
開
拓

事
業
、
観
光
漁
業
体
験
事
業
と

し
て
の
「
や
な
漁
」
の
実
施
等

を
計
画
し
、
主
に
人
件
費
と
し

て
約
三
百
万
円
を
計
上
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
道
等
の
維
持
修
繕

工
事
等
に
つ
い
て
は
、
財
政
の

許
す
範
囲
で
所
要
額
を
予
算
化

い
た
し
ま
し
た
。

国
道
、
県
道
等
の整

備
に
つ
い
て

県
道
赤
滝
五
條
線
の
工
事
区

間
が
本
年
度
で
完
了
い
た
し
ま

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
続
い
て
寺

戸
地
区
の
道
路
改
良
を
県
に
働

き
か
け
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
員
各
位
も
ご
存
じ
の

よ
う
に
一
昨
年
御
吉
野
地
区
の

県
道
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
小

中
学
校
の
休
校
及
び
役
場
行
事

の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
地
点
の
道
路
改

良
を
優
先
し
て
県
に
要
望
し
て

お
り
ま
す
。
村
民
が
安
心
し
て

通
行
で
き
る
道
路
整
備
を
引
き

続
き
国
、
県
に
陳
情
し
、
一
日

も
早
く
完
成
で
き
る
よ
う
精
一

杯
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
議

員
各
位
の
ご
理
解
及
び
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
関
係
に
つ
い
て

先
に
述
べ
た
様
に
本
年
度
も

臨
時
教
員
を
二
名
雇
用
し
教
育

環
境
の
維
持
及
び
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま

で
運
転
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
職
員
が
退
職
の
た
め
、

本
年
度
は
バ
ス
二
台
に
つ
い
て

の
運
転
委
託
費
用
を
計
上
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
教
育

委
員
会
を
始
め
、
学
校
関
係
者

の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

進
め
る
べ
き
改
革
は
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
地
震
対
策
と
し
て
本
年

度
は
小
学
校
の
耐
震
工
事
を
実

施
い
た
し
た
く
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
又
、
本
年
度
予
算

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
確

保
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
の

「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
今

年
度
に
お
い
て
幼
稚
園
・
中
学

校
の
耐
震
設
計
の
実
施
及
び
各

学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え

ま
す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

老
人
保
健
は
本
年
度
が
三
年

間
の
経
過
措
置
の
二
年
目
で
あ

る
た
め
、
予
算
は
前
年
度
の
十

分
の
一
に
抑
え
ま
し
た
。

診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
西
和
田
医
師
が
引
き

続
き
村
民
の
健
康
管
理
を
行
な

っ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

へ
き
地
医
療
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
医
師
確
保
の
困
難
性
等

の
問
題
を
県
よ
り
聞
き
及
ん
で

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
村
民
の

命
を
守
る
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。前

年
よ
り
予
算
増
は
介
護
保

険
特
別
会
計
と
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
増
加
に
伴
う
保
険
給
付
費

の
増
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
経
常
収
支
比
率
の
適
正

化
の
た
め
、
し
尿
処
理
運
搬
処

理
費
用
の
特
別
会
計
引
き
受
け

分
が
増
加
し
た
こ
と
を
要
因
と

す
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に

予予 算算主
要
施
策
の
説
明

（
辻
村
村
長
）

広報くろたき　

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
補
償
金
免

除
繰
上
償
還
に
伴
う
借
換
債
の

金
額
が
減
っ
た
た
め
の
予
算
減

で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
合

併
特
例
法
も
本
年
度
で
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
に
つ

い
て
は
残
念
な
が
ら
先
に
光
は

見
え
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
村
単
独
で

の
生
き
残
り
を
見
据
え
、
今
ま

で
に
も
増
し
て
行
財
政
改
革
を

続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
な
行
財
政

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
平
成
十
七
年
度
か
ら

の
新
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

に
続
く
新
た
な
改
革
プ
ラ
ン
を

早
急
に
再
構
築
す
る
計
画
で
す
。

今
後
は
、
更
な
る
改
革
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
黒
滝
村
に
住

む
人
達
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る

村
と
な
る
よ
う
議
員
の
皆
様
方

と
共
に
頑
張
る
所
存
で
す
。

※
詳
細
は

次
項
（
p6
〜
p7
）
で
す
。



土土土土 木　費　　４，０５３万７千円（▲47.0％）

道路や河川、住環境の整備に使われる経費です。
・道路新設改良事業　　　　　　　　　　４１２万円
・地籍調査事業　　　　　　　　　　１，１５６万円
・急傾斜地崩壊防止工事負担金　　　　　２３０万円　
・住宅管理費　　　　　　　　　　　　　２２０万円　他

教教教教 育　費　 １億７，１４１万７千円（22.4％）

教育委員会事務局費、小・中学校費、幼稚園費、同和教育費、
社会教育費、保健体育費、給食センター等にかかる経費です。
・スクールバス運行委託料　　　　　　　５０４万円
・修学旅行費助成事業　　　　　　　　　　３８万円
・公民館教室　　　　　　　　　　　　　　２０万円
・小学校耐震補強工事　　　　　　　４，３００万円
・村人権・同和教育推進協議会補助金　　　９５万円　他

農農農農林水産業費 ６，２５６万７千円（▲16.7％）

農業や林業、水産業の振興に益する経費です。
・猪牧場管理費　　　　　　　　　　　　８１８万円　　
・漁業組合補助金　　　　　　　　　　　２７０万円　
・森林整備地域活動支援対策交付金　　　７６０万円
・林道新設事業費等（維持費含む） ２８５万円
・森林環境保全緊急間伐事業　　　　　　７７４万円　他

公公公公 債　費　　２億５，６７８万５千円（▲8.1％）

村の借金の返済金です。借り入れにかかる利子も含まれます。

諸諸諸諸 支 出 金　　　　　　　　１万円

地方自治法のいずれの目的にも当てはまらないものです。

予予予予 備　費　　　　　　 ３００万円

１年間の実際の予算執行と見積とは違いが出てくる事が
あり、これらの補充のため計上されています。

災災災災 害復旧費　　　　　１万７千円

あらゆる災害の復旧に関する経費です。

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））
議議議議 会　費　　 ３，８４３万円（▲1.4％）

議会議員の報酬や議会運営をしていくための必要経費です。

労労労労 働　費　　　　 ３５６万円 （▲10.1％）

山林労働組合労働者退職金に関連する経費です。

商商商商 工　費　 ２，４７５万９千円（17.7％）

地場産業の振興や財団法人の運営、観光振興に使われる経
費です。
・村商工会補助金　　　　　　　　　　　３８０万円
・財団法人黒滝森物語村

指定管理料及び補助金　　　　１，１９０万円
・観光施設遊歩道整備事業　　　　　　　１３０万円
・特産品奨励補助金　　　　　　　　　　１５０万円　他

消消消消 防　費　　　６，００７万８千円（6.4％）

消防だけではなく、水害や地震をはじめとするあらゆる災害
に対する経費です。
・消防団員報酬　　　　　　　　　　　　１８１万円
・消防分団活動費　　　　　　　　　　　　７９万円
・中吉野広域消防組合負担金　　　　３，５４５万円
・防災無線管理費等　　　　　　　 １３６万円
・ふるさと消防団活性化助成事業　　　　１４６万円　他

総総総総 務　費　 ２億５，６４１万２千円（6.0％）

全体的な管理事務や徴税事務、戸籍、住民基本台帳事務、
選挙事務、統計調査事務、村有財産の管理など幅広い経費
です。
・村有林撫育費　　　　　　　　　　　　３００万円
・電子計算機費　　　　　　　　　　４，６５８万円
・基金積立金　　　　　　　　　　　　　　８８万円
・村広報誌作成費用　　　　　　　　　　１３６万円
・南和広域連合負担金　　　　　　　　　１２５万円
・村づくりプロジェクトチーム活動助成金　４０万円
・情報通信事業費　　　　　　　　　　　２１２万円　
・ふれあいバス運行委託料　　　　　　　７７１万円
・頑張る地方応援プログラム事業費　３，０００万円
・衆議院議員総選挙費　　　　　　　　　３９１万円
・黒滝村長選挙費 ２５９万円　他

民民民民 生　費　 １億８，３０９万１千円（▲5.9％）

住民の安定した社会生活を保障するための経費で、人権啓
発予算、福祉関連予算もここに含まれます。
・第３子以降養育費助成　　　　　　 ３２万円
・中学生以下の医療費の助成　　　　　　　６０万円　
・弔慰金の支出　　　　　　　　　　　　　２０万円
・社会福祉協議会の助成　　　　　　　　７５０万円
・同和問題対策費の支出　　　　　　　　　６４万円
・老人福祉施設(美吉野園)整備費補助金　 ６９３万円　
・老人クラブ補助金　　　　　　　　　　１００万円
・老人保護措置　　　　　　　　　

（養護老人ホームへの支出） １，９５４万円
・支援法障害福祉に係る経費　　　　１，７２３万円
・介護保険特別会計への村負担金　　３，７０４万円
・老人保健特別会計への村負担金　　　　　３９万円
・国民健康保険事業の村負担金　　　　　５９７万円
・後期高齢者医療への村支援金　　　１，５１３万円
・後期高齢者医療特別会計への村負担　　９１３万円
・１００才長寿祝金　　　　　 ６０万円　他

歳 入 歳 出 予 算

一　　般　　会　　計　　 12億　790万円

国民健康保険事業特別会計 1億9547万円

老 人 保 健 特 別 会 計 242万円

介 護 保 険 特 別 会 計　　1億9372万円

後期高齢者医療特別会計 1891万円

簡易水道事業特別会計　 4433万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計　 5990万円

総　　　　　　額　　 17億2265万円

歳歳 出出

黒 滝 村 一 般 会 計

一一一一般般般般会会会会計計計計　　　　歳歳歳歳 出出出出

【平成21年度予算】

総 額総 額 1212億億790790万円万円
村　　　　　　税　　　 6963万5千円（▲ 9.5％）
地 方 譲 与 税　　　 1479万9千円（ 82.5％）
利 子 割 交 付 金　　　　　42万6千円（▲41.2％）
地方消費税交付金　　　 990万8千円（ 5.4％）
配 当 割 交 付 金　　　　　12万8千円（▲89.1％）
株式譲渡所得割交付金　　　　2万9千円（▲99.9％）
自動車取得税交付金　　　 475万 円（▲ 6.1％）
地方特例交付金　　　　　52万2千円（▲ 1.6％）
地 方 交 付 税　　8億3000万　 円（ 1.8％）
交通安全対策特別交付金　　　1万　 円（ 0.0％）
分担金及び負担金 882万4千円（ 0.1％）
使用料及び手数料　　　 827万1千円（▲ 8.0％）
国 庫 支 出 金　　　 3770万8千円（222.1％）
県　支　出　金 6257万5千円（▲13.9％）
財　産　収　入 2584万9千円（▲28.0％）
寄 　 付 　 金　　　　 69万　 円（▲83.5％）
繰 　 入 　 金　　　 1702万4千円（▲86.1％）
繰 　 越 　 金　　　 1000万 円（ 0.0％）
諸 　 収 　 入　　　 1989万5千円（ 25.8％）
村　　　　　　債　　　 8686万　 円（ 29.8％）

一一 般般 会会 計計 　　 歳歳 入入

地方交付税
68.7%村債

7.2%

村税
5.8%

県支出金
5.2%

国庫支出金
3.1%

財産収入
2.1%

諸収入
1.6%

繰入金
1.4%

地方譲与税
1.2% 繰越金

0.8%
その他
2.9%

歳歳 入入

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））

公債費
21.3%

総務費
21.2%

民生費
15.2%

教育費
14.2%

衛生費
8.9%

農林水産費
5.2%

消防費
5.0%

土木費
3.4%

議会費
3.2%

商工費
2.0%

労働費
0.3%

予備費
0.1%

（（（（対対対対前前前前年年年年度度度度増増増増減減減減率率率率））））

衛衛衛衛 生　費　　　１億７２４万円（▲26.1％）

住民が健康で良好な生活を送るための経費で、住民の健
康管理や病気の予防対策、ごみの処理、し尿の収集処理に
かかる経費です。（ごみの収集運搬は村直営で行います。）

・保健事業委託料（妊婦検診、ガン検診等）１６９万円
・ごみの処理費

（南和広域衛生組合負担金）１，１７７万円
・し尿処理委託料　　　　　　　　　１，２６５万円
・し尿収集運搬委託料　　　　　　　　　１３２万円　他
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地
域
活
性
化
対
策

●
７
千
万
円
・
・
・
社
会
基
盤
の

整
備
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

・
一
般
廃
棄
物
処
理
運
搬
車
両

車
庫
・
倉
庫
整
備
事
業

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
森
改
修
事
業

・
森
林
作
業
道
開
設
事
業

・
猪
牧
場
浄
化
施
設
改
修
事
業

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
整
備
事
業

・
村
民
駐
車
場
整
備
事
業

防
災
強
化
対
策

●
４
千
７
百
万
円
・
・
・
公
共
施

設
の
耐
震
化
等
の
防
災
対
策
を
通
じ

て
安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

・
公
民
館
改
修
事
業
　

・
防
火
水
槽
無
蓋
型
改
修
事
業

・
学
校
関
連
施
設
整
備
事
業

・
消
防
団
装
備
品
強
化
事
業
　

・
黒
滝
村
庁
舎
改
修
補
強
工
事
　

生
活
安
心
確
保
対
策

●
４
百
万
円
・
・
・
高
齢
者
の

生
活
不
安
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

・
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
充
実

●
６
百
万
円
・
・
・
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
を
す

す
め
ま
す
。

・
公
共
施
設
地
上
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
事
業

総
事
業
費
　
１
億
２
千
７
百
万
円

問
合
せ
　
役
場
総
務
課

黒
滝
村
で
は
、
平
成
19
年
度
に
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

黒
滝
幼
稚
園
舎

※
IS
値
0.51

ｑ
値
0.97

黒
滝
小
学
校
舎

IS
値
0.33

ｑ
値
0.42

黒
滝
中
学
校
舎

IS
値
0.82

ｑ
値
2.8

黒
滝
中
学
校
体
育
館

IS
値
0.31

ｑ
値
0.86

※
IS
値
と
は
、
耐
震
改
修
促
進
法
に
基
づ
き

定
め
ら
れ
た
構
造
耐
震
指
標
の
こ
と
で
す
。

学
校
の
場
合
は
、
IS
値
0.7
以
上
を
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
IS
値
0.3
未
満

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
。

●
IS
値
0.3
以
上
0.6
未
満

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

●
IS
値
0.6
以
上

倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
。

※
ｑ
値
と
は
、
保
有
水
平
耐
力
に
係
る
指
標

の
こ
と
で
す
。
建
設
省
告
示
第
２
０
８
９
号
に

定
め
る
数
値
。
ｑ
値
は
、
1.0
以
上
が
目
標
値
。

平
成
20
年
度
に
は
、
小
学
校
の
耐
震
補
強
設

計
業
務
を
委
託
し
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
耐
震
補
強
設
計
業
務
の
委
託
や
耐
震

補
強
工
事
を
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

給
付
対
象
者

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、
次

の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方

●
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
（
不
法
滞
在
者
お
よ

び
短
期
滞
在
の
在
留
資
格
で
在
留

す
る
方
を
除
く
）

受
給
権
者

●
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

●
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
給
付
対
象
者
の
要

件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
方
自
身

給
付
対
象
者

１
人
あ
た
り
の
給
付
額

●
１
２
、
０
０
０
円

（
平
成
21
年
２
月
１
日
の
時
点

で
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
18
歳
以

下
の
方
は
、
２
０
、
０
０
０
円
）

申
請
方
法

定
額
給
付
金
を
申
請
す
る
た
め

に
は
申
請
書
（
給
付
対
象
者
の
世

帯
あ
て
に
簡
易
書
留
で
郵
送
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。
申
請
書
を
同

封
の
役
場
あ
て
返
信
用
封
筒
に
て

郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
お
持
ち

に
な
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直
接
窓
口
に
来
ら
れ
る
場
合
は

以
下
の
書
類
が
必
要
で
す
。

●
定
額
給
付
金

受
給
申
請
（
請
求
）
書

●
本
人
確
認
書
類

●
振
込
口
座
の
通
帳

（
現
金
給
付
選
択
の
場
合
は
不
要
）

●
印
鑑

※
申
請
書
最
終
受
付
締
切
日

平
成
21
年
９
月
18
日
（
金
）

給
付
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
の
給
付
方
法
は
、

現
金
給
付
（
役
場
会
計
課
で
受
取
）

と
口
座
振
り
込
み
が
選
べ
ま
す
。

現
金
給
付
は
４
月
上
旬
よ
り
開
始

予
定
で
、
口
座
振
り
込
み
は
４
月

下
旬
よ
り
開
始
予
定
で
す
。
ど
ち

ら
も
申
請
書
受
付
後
に
給
付
決
定

通
知
を
郵
送
し
、
後
日
に
支
給
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
現
金
給
付
を
選
択
さ
れ

る
方
で
、
役
場
に
お
越
し
に
な
る

こ
と
が
困
難
な
方
は
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

担
当
窓
口
　
役
場
住
民
課

定定
額額
給給
付付
金金
にに
関関
すす
るる
おお
知知
らら
せせ

黒
滝
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
が
２
月
10
日
に
公
衆
衛
生
事

業
功
労
者
の
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
永
年
に
わ
た
り
、

食
生
活
改
善
の
推
進
に
お
い
て
献

身
的
に
活
動
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
り
、
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、
今

後
も
食
生
活
を
と
お
し
て
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

第
４
回
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
に
出
場

第
４
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝

大
会
（
奈
良
県
主
催
）
が
３
月
７
日

（
土
）
に
河
合
町
の
馬
見
丘
陵
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
35
市
町
村

の
代
表
が
参
加
し
、
黒
滝
村
か
ら
も

小
学
５
・
６
年
生
の
代
表
メ
ン
バ
ー

が
出
場
し
、
９
区
間
（
16
・
20
km
）

を
競
い
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
、
大
健
闘
致
し
ま
し

た
。来

年
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

景
気
が
後
退
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
に
役
立
て
る
定
額
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
給
付
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
サ
ギ
」
や
「
個
人
情
報
の
サ
ギ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
の
平
成
20
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
伴
う
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
村
の
実
施
計
画
を
取
り
ま
と
め
、

事
業
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地地
域域
活活
性性
化化
・・
生生
活活
対対
策策
実実
施施
計計
画画

のの
策策
定定
にに
つつ
いい
てて

知知
事事
表表
彰彰
をを
受受
賞賞

食食
生生
活活
改改
善善
推推
進進
員員
協協
議議
会会

広報くろたき　



万
が
一
の
災
害
に
直
面
し
た
と

き
の
最
寄
の
避
難
所
や
災
害
危
険

箇
所
・
防
災
知
識
な
ど
を
ま
と
め

た
「
洪
水
・
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
が
災
害
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着

い
て
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の

マ
ッ
プ
【
今
月
号
の
折
り
込
み
】

を
参
考
に
日
頃
か
ら
災
害
に
つ
い

て
正
し
い
心
構
え
を
身
に
着
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
　
役
場
総
務
課

奈
良
県
知
事
か
ら
中
戸
地
区
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
指
定
区
域
詳
細
に
つ
い

て
は
奈
良
県
砂
防
課
又
は
奈
良
県

吉
野
土
木
事
務
所
、
役
場
総
務
課

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

※
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
、
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
指
定
の
こ

と
で
、
村
内
各
所
の
指
定
事
務
を

進
め
て
い
ま
す
。
通
称
「
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

さ
ら
に
危
険
な
箇
所
で
は
「
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
（
通
称
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）」
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
　
役
場
総
務
課

「
人
権
尊
重
・
人
権
の
街
づ
く

り
へ
の
社
会
的
雰
囲
気
や
世
論
を

た
か
め
る
県
民
的
機
運
と
う
ね
り

を
つ
く
ろ
う
」
を
集
会
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
す
。

集
会
で
は
、
記
念
映
画
『
母か
あ

べ

え
』
が
上
映
し
ま
す
。

（
参
加
費
無
料
）

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
４
月
11
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

●
下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
　
役
場
住
民
課

運
転
者
が
身
体
障
害
者
等
で
あ
る
場

合
や
、
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
生
計

同
一
者
が
軽
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

の
税
金
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
に
記
載
の
障
害
の
程
度
に
よ
り
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
期

限
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
前
７
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期

間
４
月
10
日
（
金
）
か
ら
４
月
23
日
（
木
）

※
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
前
７
日
ま
で

必
要
な
書
類

●
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

（
窓
口
で
記
載
）

●
自
動
車
検
査
証

●
身
体
障
害
者
手
帳
等

●
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

●
納
税
通
知
書

●
車
内
の
写
真
（
車
両
の
構
造
が
専

ら
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た

め
の
軽
自
動
車
の
場
合
）

問
合
せ
　
　
役
場
住
民
課

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
減減
免免

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
が
、

そ
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
、
他
の
土
地
・
家

屋
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
村
で

課
税
さ
れ
る
土
地
（
家
屋
）
の
価
格
等
が
記
載

さ
れ
た
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
を
縦
覧
と
い
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る
土
地
・
家
屋
価
格
等

の
縦
覧
は
　
次
の
よ
う
な
日
程
等
で
実
施
い
た

し
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方

●
当
該
固
定
資
産
税
（
土
地
･
家
屋
）
の

納
税
者

●
納
税
者
か
ら
委
任
を
受
け
て
い
る
者

縦
覧
期
間平

成
21
年
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

平
成
21
年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で

（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
。）

縦
覧
時
間

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

縦
覧
場
所

黒
滝
村
役
場
　
住
民
課

縦
覧
の
際
、
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類

●
納
税
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
も
の

【
運
転
免
許
証
、
身
分
証
明
書
、

健
康
保
険
証
な
ど
】

●
代
理
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
も
の

【
委
任
状
と
代
理
人
自
身
の
運
転
免
許
証
、

身
分
証
明
書
、
健
康
保
険
証
な
ど
】

不
服
が
あ
る
場
合

固
定
資
産
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
価
格
等
の
す
べ
て
を
登
録
し
た
旨

の
公
示
の
日
（
４
月
１
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
（
７
月
13
日
）

ま
で
の
間
に
黒
滝
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
せ
　
　
役
場
住
民
課

固固
定定
資資
産産
税税
のの
縦縦
覧覧
にに
つつ
いい
てて

こ
ど
も
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
、
黒
滝
村
こ
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
が
、「
12
歳
」

か
ら
「
15
歳
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
こ
ど
も
の
年
齢

出
生
の
日
か
ら
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
こ
ど
も

手
続
き
に
つ
い
て

●
現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
（
小
学
校
就
学

前
）
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
ど
も
の
保
護
者
の

方
は
、
通
常
（
他
府
県
等
で
の
受
診
等
を
除
く
）
の
場

合
は
、
手
続
き
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
通
院
に
か
か

る
医
療
費
の
う
ち
一
部
負
担
金
領
収
書
を
持
参
の
う
え
、

役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
「
こ
ど
も
」
の
入
院
に
係
る
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

助
成
対
象
外
で
す
。

問
合
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

黒
滝
村
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
！

洪洪
水水
・・
防防
災災
ハハ
ザザ
ーー
ドド

ママ
ッッ
ププ
をを
作作
成成
しし
まま
しし
たた

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
に
つ
い
て

第第
2200
回回
吉吉
野野
郡郡
記記
念念
集集
会会

毎
月
11
日

人
権
を
確
か
め
あ
う
日

〜
黒
滝
川
（
丹
生
川
）
浸
水
想
定
区
域

及
び
土
砂
災
害
危
険
予
想
箇
所
図
〜

広報くろたき　



（
入
札
日
　
２
月
26
日
）

森
林
環
境
保
全
緊
急
間
伐
事
業

●
落
札
者

黒
滝
村
森
林
組
合
　
貝
本
輝
司

●
作
業
期
間

着
手
　
21
年
２
月
27
日

完
了
　
21
年
３
月
16
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

１
５
７
万
５
千
円

入入入入

札札札札

結結結結

果果果果

実施時間　　　　実施場所

10：00 ～ 10：05 笠木老人憩の家前

10：15 ～ 10：20 桂原（辰巳商店前）

10：30 ～ 10：35 蛇ヶ谷

10：40 ～ 10：55 長瀬集会所前

11：05 ～ 11：15 粟飯谷集会所前

11：25 ～ 11：30 御吉野（中辻銘木前広場）

11：35 ～ 11：45 堂原（桝田様宅駐車場）

11：50 ～ 12：00 寺戸（泉の広場）

実施時間　　　　実施場所

13：10 ～ 13：25 槙尾瀧光寺前

13：35 ～ 13：45 鳥住集会所前

13：50 ～ 13：55 脇川（豊田栄一様宅横）

14：05 ～ 14：15 川戸老人憩の家前

14：25 ～ 14：40 赤滝集会所前

14：50 ～ 15：00 上中戸老人憩の家前

15：05 ～ 15：15 黒滝村役場駐車場

狂犬病予防注射：4月15日（水）

４
月
15
日
（
水
）
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
、
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
け

て
下
さ
い
。

ま
た
、
暴
れ
た
り
噛
み
傷
を

与
え
る
恐
れ
の
あ
る
犬
に
つ
い

て
は
、
口
輪
を
は
め
る
な
ど
の

適
切
な
処
置
を
さ
れ
た
う
え
、

犬
に
慣
れ
て
い
る
方
が
同
行
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
手
数
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
注
射
に
か
か
る
手
数
料

３
２
０
０
円

（
内
訳
）

注
射
手
数
料
　

２
６
５
０
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料５５

０
円

◆
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円

◆
愛
犬
は
登
録
を
！

現
在
、
犬
の
登
録
は
一
生
に

一
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
登
録

を
行
っ
て
い
な
い
犬
は
、「
野
犬
」

と
判
断
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登
録
を
行

っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た

と
き
、
飼
い
主
や
飼
い
主
の
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、

必
ず
役
場
へ
届
け
て
下
さ
い
。

※
犬
を
手
放
し
た
い
方
は
、
事

前
に
役
場
ま
た
は
吉
野
保
健
所

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
の
引
き
取
り
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

◆
問
合
せ

役
場
産
業
建
設
課

吉
野
保
健
所

@
５
２
‐
０
５
５
１

犬犬
のの
登登
録録
及及
びび
狂狂
犬犬
病病
予予
防防
注注
射射

み
ん
な
の
迷
惑
の
も
と
に
な
る
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

春 の 交 通安全県民運動春の交通安全県民運動
運運運運動動動動期期期期間間間間：：：： 4444月月月月 6666日日日日（（（（月月月月））））～～～～ 11115555日日日日（（（（水水水水））））

５
月
１
日
よ
り
平
日
運
行
の
時
刻

表
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
改
正
後
の

時
刻
表
で
は
、
下
市
町
岩
森
ま
で
の

連
絡
便
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
便
の
利
用
に
よ
り
、
午
前
中

に
大
淀
町
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。改

正
後
の
時
刻
表
は
、
黒
滝
ふ
れ

あ
い
バ
ス
の
車
内
、
黒
滝
村
役
場
、

黒
滝
村
国
保
診
療
所
、
総
合
案
内
セ

ン
タ
ー
及
び
黒
滝
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま

た
、
試
行
運
行
し
て
い
ま
し

た
隔
週
土
曜
の
運
行
は
、
利
用
者
数

が
少
な
か
っ
た
た
め
３
月
31
日
を
も

っ
て
終
了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
　
　
役
場
総
務
課

国
民
健
康
保
険
制
度
が

平
成
21
年
４
月
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
自
己
負
担
割
合

平
成
21
年
３
月
末
ま
で
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

↓

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
自
己
負
担
割
合
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
！

平
成
21
年
度
か
ら
年
度
内
に
75
歳
に
な
る
人
も

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
！

75
歳
に
な
る
年
度
に
つ
い
て
も
、国
保
の
特
定
健
診
か
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診
の
ど
ち
ら
か
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

黒黒黒黒
滝滝滝滝
ふふふふ
れれれれ
ああああ
いいいい
ババババ
スススス
のののの

時時時時
刻刻刻刻
表表表表
改改改改
正正正正

問問
合合
せせ
　　
役役
場場
保保
健健
福福
祉祉
課課

広報くろたき　

平成２１年４月から黒滝村の６５歳平成２１年４月から黒滝村の６５歳

以上の方の介護保険料が見直されま以上の方の介護保険料が見直されま

すす。。

詳しくは詳しくは、、広報折り込みのパンフ広報折り込みのパンフ

レットをご参照下さいレットをご参照下さい。。

問合せ　役場保健福祉課問合せ　役場保健福祉課



黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

毎月11日は

『人人権権をを確確かかめめああうう日日』です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

中央公民館図書コーナーには約４，５００冊の本があります。あ
なたの探していた本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。

■貸 し 出 し 日 月～金曜日（祝日は休み）
■貸し出し期間 ２週間
※ただし、それ以上になる場合は村教育委員会へ、連絡してください。
■今月のおすすめ

（文学）１ポンドの悲しみ ／石田衣良
数百キロ離れて暮らすカップル。久しぶりに再会したふたり

は、お互いの存在を確かめ合うように幸せな時間をすごす。
しかしその後には、胸の奥をえぐり取られるような悲しみが
待っていた（表題作）。１６歳の年の差に悩む夫婦、禁断の
恋に揺れる女性、自分が幸せになれないウエディングプラン
ナー・・・。迷い、傷つきながらも恋をする女性たちを描いた
１０のショートストーリー。
（文学）或る一人の女の話　雨の音 ／宇野千代
（読み物）胃ガンはこわくない

生きぬくための胃を守る知恵 ／栗田英男
（児童書）はたらきもののリスのトーニャ

／スクレビッキー・作　宮川やすえ・訳　伊東美貴・絵

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
４
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

お
も
ち
ゃ
図
書
館

手
づ
く
り
カ
ー
ド
や
折
り
紙

◆
４
月
27
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

黒
滝
・
森
物
語
村

（
雨
天
時
は
お
も
ち
ゃ
図
書
館
）

お
外
で
遊
ぼ
う@

６
２
‐
２
８
５
０

ひひ
なな
っっ
ここ
きき
っっ
ずず

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

４
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
２
時

身
体
測
定
等

診
療
所

母
子
健
康
手
帳

すす
くく
すす
くく
相相
談談

【【憲法週間憲法週間】】記念記念
無料法律相談無料法律相談

【日時・場所】
（次の２ヶ所で実施します）

●５月１１日（月）

経済会館
（大和高田市大中１０６－２）

●５月１３日（水）

奈良弁護士会
（奈良市中筋町２２番地の１）

時間はどちらも
午前９時～１２時
午後１時～　４時

【予約受付】（但し土・日・祝日は

受付できません）

４月２２日（水）～５月８日（金）
まで。電話予約で先着順。
奈良弁護士会

@ ０７４２－２２－２０３５

相談時間１人３０分間

問合せ　奈良弁護士会

@ ０７４２－２２－２０３５

この制度は、長期間の使用に伴い生ずる劣化（経年劣化）により製品に安全
上支障が生じ、特に重大な危害を及ぼすおそれの多い９品目（※１）について、
事故を未然に防ぐために設けられました。メーカー等に所有者登録をすること
で、メーカーから所有者に点検時期を知らせ、所有者がそれにより点検（自己
負担）を行い、製品の安全管理をしていこうというものです。また、経年劣化
による注意喚起表示の対象となる５品目※2）について、経年劣化による重大事
故発生率は高くないものの、事故件数が多い製品として、消費者等に長期使用
時の注意喚起を促すため「長期使用製品安全表示制度」も併せて設けられます。

《※１：対象９品目》

●屋内式ガス瞬間湯沸器（都市ガス）（LPガス）
●屋内式ガスバーナー付きふろがま（都市ガス）（LPガス）
●密閉燃焼（FF式）石油温風暖房機　　●浴室用電気乾燥機　　　　
●ビルトイン式電気食器洗浄機　　●石油給湯機　　●石油ふろがま

※上記、９品目については、製造業者・輸入業者・販売業者・関連事業
者・消費者（所有者）には、義務と責務が課せられています。

《※２：長期使用時の注意喚起を促す製品５品目》

●扇風機　●エアコン　●換気扇　●洗濯機　●ブラウン管テレビ

長期使用製品安全点検制度長期使用製品安全点検制度が平成21年4月よりスタートします

吉野山周辺の交通規制吉野山周辺の交通規制

吉野山で車両の通行禁止が実施さ

れますので、ご協力よろしくお願い

します。なお、規制中の道路の通行

が必要な方は、事前に吉野警察署交

通課（@ ０７４６－３２－０１１０）

に「通行許可」の申請をおこなって

ください。（通行許可申請書２部、

運転免許証のコピー、車検証のコピ

ーが必要です。）受付時間は、平日

の午前９時から午後４時３０分まで

です。

規制日時

平成２１年４月１１日（土）
１２日（日）

午前９時から午後７時まで

場 所

・県道才谷吉野山線。
・勝手神社から参陵トンネルを

経て如意輪寺駐車場まで。
・参陵トンネル南側交差点から天王
橋南詰め交差点を経て勝手神社ま
で。

※通行許可証を持っていても、勝手
神社から参陵トンネル方向について
は通行できないことがありますの
で、現場警察官の指示に従ってくだ
さい。

問合せ　吉野警察署交通課

@ ０７４６－３２－０１１０

広報くろたき　

☆ メーカーに登録する方法☆

１、新製品は、購入時に梱包の中に
ハガキが入っています。そこに必要
事項を記入して返送すること。
２、平成21年４月１日以前に購入さ
れた製品にも、点検制度の利用は可
能です。詳しくは製造業者（メーカ
ー）などにお尋ねください。

【問合せ】
近畿経済産業局

産業部消費経済課　製品安全室

@ ０６－６９６６－６０９８（直）

ＨＰ

http://www.meit.go.jp
/product_safety/index.html


